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ネギ黒腐菌核病と
茨城県における発生の特徴

病原菌：Sclerotium cepivorum

病原菌の特徴：
本菌は低温を好み、生育適温は15～20℃であり、

菌核を形成することで長期間にわたって生存します。
ネギを植え付けると菌核が発芽して菌糸を伸ばし、主
に茎盤部から侵入します。

本病の症状と茨城県における発生状況：
本病の発生が問題となる本県の夏ネギ栽培の作型を

下図に示します。本県では、厳寒期に定植する作型で
発生が多く、罹病した株は4
～5月頃に下葉の黄化・萎れ
が見られ、やがて生育不良と
なり進展すると枯死します。
発病株は根張りが悪いため容
易に引き抜くことができ、そ
の地際部は腐敗してゴマ粒状
の黒い菌核が見られます。
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☆診断項目を調査
①発病調査
【項目】発病株率（%）

②栽培履歴調査（問診）
【項目】過去の発病・栽培履歴

③土壌調査（収穫終了後）
【項目】土壌化学性、生存菌核数

☆診断項目から次作の発病ポテンシャルを評価

☆発病ポテンシャルより防除対策を立案

防除対策そして次作の栽培へ
（またはユリ科以外の作物）

ヘソディムの手順

栽培期間中～収穫終了後に畑の健康状態を調査
しましょう。
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①発病調査方法
夏ネギを収穫する前に黒腐菌核病の発病状況

を調査します。
圃場から任意に選抜した200株について発

病の有無を調査し、発病株率を算出します。

診断項目の調査方法
①発病調査

黒腐菌核病のヘソディムを行うための診断項目
のうち、まずは発病株率の調査を行います。

調査例：一定の間を空けた畝間に入り（矢印）、
その左右畝の発病状況を調査する。

本病は、一部に偏って発生することがあるの
で、下図のように間を空けた6～10畝以上で調
査することが望ましいです。
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☆黒腐菌核病を見分けるポイント

☆見間違えやすい病害虫
地上部の症状が似る病害虫としては、以下の

ようなものがあります。

菌核（黒い粒）が
無数にできる

根がなくなる

外葉から黄化し、
垂れ下がる

簡単に引き抜ける

引き抜くと無数の
ダニがみえる

ネダニ類白絹病

地際部に絹糸状で白色の菌
糸を密生し、形成する菌核

はアワ粒状で茶褐色
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③土壌調査

②-1：過去の発病履歴調査
過去5～10年程度の発病の有無を聞き取り調査しま

す。本調査は、前作がネギ以外であった場合などに重
要です。

本病原菌の菌核は長期間にわたって土壌中に残存し
ます。そのため、過去に発病がみられた圃場では、発
病する危険性が長期間に及びます。

診断項目の調査方法
②栽培履歴調査（問診）

圃場の過去の発病履歴、隣接圃場での発病の有無、栽
培履歴等について聞き取り調査を行います。

②-３：栽培履歴や農薬の使用状況の調査
過去2、3年の輪作作物の栽培履歴を調査します。

夏ネギ栽培では、レタスや緑肥などを輪作している場
合が多くあります。

また、本病に適用がある薬剤についても使用状況の
調査を行います。特に、土壌くん蒸剤を使用している
場合は、被覆の状況も詳しく聞き取りします。

②-２：隣接圃場の発病調査
隣接圃場での発病の有無を調査します。発病が認め

られる場合は、影響が及ぶ可能性があります。
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診断項目の調査方法
③土壌調査（収穫終了後）

さらに、土壌の化学性や生存する菌核の計数を行
います。

③－２：土壌の化学性調査
常法に従ってpH、EC、リン酸等の土壌分析

を行います。ネギの健全な生育を促すため、分
析結果に応じた適正施肥を指導することが重要
です。

③-1：調査土壌の採取方法
収穫が終了して耕起された圃場において、対

角線採土法等により5箇所を選定します。地表面
3cm程度は削り取り深さ15cmまでの土壌を、
移植ゴテや採土器などで採取し、5箇所の土をよ
く混合します。

採土器移植ゴテ

診断項目の調査方法
③土壌調査（収穫終了後）

さらに、土壌の化学性や生存する菌核の計数を行
います。

③－２：土壌の化学性調査
常法に従ってpH、EC、リン酸等の土壌分析

を行います。ネギの健全な生育を促すため、分
析結果に応じた適正施肥を指導することが重要
です。

③-1：調査土壌の採取方法
収穫が終了して耕起された圃場において、対

角線採土法等により5箇所を選定します。地表面
3cm程度は削り取り深さ15cmまでの土壌を、
移植ゴテや採土器などで採取し、5箇所の土をよ
く混合します。

採土器移植ゴテ

対

象

診
断
手
順

調
査
方
法

評
価
方
法

診
断
票

対
策
技
術

留
意
点

そ
の
他

3

―　47　―



③－３：生存菌核の分離方法
土壌中の菌核を回収し、生存の有無を調査し

ます。調査方法は伊代住ら（2013）の報告に
準じますが、茨城の土壌に合うように一部方法
を改変しています。

（１）材料
・供試土壌100g
・篩（2mmおよび180μm）
・バケツ
・ゴム手袋
・水道水を入れた蓄圧式スプレー
・次亜塩素酸ナトリウム0.5%溶液
・ビーカー
・ピンセット（菌核をつまめるもの）
・ストレプトマイシン100ppmおよびテトラサイ
クリン50ppm添加PDA培地（stPDA）

・シャーレ
・滅菌水

蓄圧式スプレー

篩

バケツ
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（２）方法
ア．菌核捕捉用の180μm篩の上に、小石等除去用の

2mm篩を重ね、そこに供試土壌100gを広げます。

イ．蓄圧式ハンドスプレーを用いて、高水圧の散水を連
続的に行います。ただし、茨城の黒ボク土の多くは
そのままでは2mm篩を通過し
ないので、手で土壌を篩に押
しつけながら散水を行います。
残ったものが小石等のみにな
ったら2mm篩は外します。

ウ．180μm篩に残った土につ
いても同様に行い、最初は茶
色であった水の色がほぼ透明になるまで行います。

エ． 180μm篩上の残留物をスプレーでビーカーに洗
い出し、同量の0.5%次亜塩素酸ナトリウム溶液を加
えて0.25%とし、2.5分間よく攪拌処理します。

イ

エ エ

対

象

診
断
手
順

調
査
方
法

評
価
方
法

診
断
票

対
策
技
術

留
意
点

そ
の
他

3

―　49　―



オ．ビーカーに水を入れてよく攪拌します。その後速や
かに菌核を含む低比重物を新しい180μm篩（写真
では径の小さい篩を使っています）上に回収します。
これを10～15回繰り返します。

カ．180μm篩に残った粒子を丁寧にシャーレに移し、
実体顕微鏡下で黒腐菌核病の菌核を拾い上げます。

キ．ピンセットで菌核に割り入れを行い、stPDAに置
床します。暗所・15-20℃で2週間培養し、菌叢上
の菌核形成を確認します。

※stPDAは下写真のように24穴シャーレ等を用いると、
一度に複数の菌核を扱うのに便利です。

※菌核を見分けることに
慣れてくれば、「キ」
の培養過程は省略する
ことができます。
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☆評価方法
調査方法に従って調査した項目のうち、以下の

項目の結果を基に発病ポテンシャルを総合評価し
ます。

発病ポテンシャルの評価

項目
番号

診断項目名
評価内容

レベル１ レベル２ レベル３

１ 発病株率 無

10%未満
（圃場にぽつ
ぽつ～坪状に

発生）

10%以上
（圃場全体
に発生）

２ 過去の発病歴 無 有

３ 隣接圃場の発病 無 有

４ 生存菌核調査 無 有

発病ポテンシャルの総合評価基準
・診断項目のいずれもがレベル１の場合

→発病ポテンシャル１

・発病ポテンシャルが１および３以外
→発病ポテンシャル２

・診断項目１がレベル３の場合
→発病ポテンシャル３

対

象

診
断
手
順

調
査
方
法

評
価
方
法

診
断
票

対
策
技
術

留
意
点

そ
の
他

4

―　51　―



診断票の例

評価レベル

有

有

有

圃場の発病ポテンシャルは…

1 2 3

★発病ポテンシャルに応じた防除対策

pH（KCl）

リン酸（P2O5）

カリ（K2O）

石灰（CaO）

苦土（MgO）

EC

  B. 輪作

 発病ポテンシャル　２

 A～Cに加えて

ユリ科以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培

  C. 伝染源の除去 （次作で発病した場合）発病株抜き取り、被害残渣処分

無

　　　　％　　　

無

排水性の改善（暗渠・明渠、耕盤破砕など）、土壌酸度の矯正

以下の「★発病ポテンシャルに応じた防除対策」に準じて防除を行って下さい。

発病株率

過去の発病履歴

隣接圃場での発病

生存菌核数 無

  A. 土壌条件の改善

結果

平成　　　　年　　　　月　　　　日

生産者氏名

住所

圃場名

検診年月日

項目

前作作物

前作ネギ定植年月日

結果

ネギ　　レタス　　その他【　　　　　　】

 発病ポテンシャル　３

 A～Dに加えて

  F. 土壌くん蒸剤処理

（A～Fの対策で不十分な場合）厳寒期（12～2月）定植の回避

（A～Gの対策で不十分な場合）ユリ科以外の作物への転換

定植期を基本とし、予防的にペンチオピラド水和剤を株元灌注

（局所的に多発生があった場合）
発生部位周辺に土壌くん蒸剤処理（ダゾメット粉粒剤 など）

  G. 厳寒期定植の回避

項目

発病ポテンシャル　１

  E. 土壌くん蒸剤処理

圃場全面に土壌くん蒸剤処理（ダゾメット粉粒剤 など）

基準値

  D. 予防的な農薬処理

ネギ黒腐菌核病のヘソディム診断表

発病調査…平成　　年　　月　　日、土壌採集…　　月　　　日

  H. 作物転換

☆総合評価

☆調査項目

☆生産者情報

　【その他】

化
学
性

☆参考

診断票の例

評価レベル

有

有

有

圃場の発病ポテンシャルは…

1 2 3

★発病ポテンシャルに応じた防除対策

pH（KCl）

リン酸（P2O5）

カリ（K2O）

石灰（CaO）

苦土（MgO）

EC

  B. 輪作

 発病ポテンシャル　２

 A～Cに加えて

ユリ科以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培

  C. 伝染源の除去 （次作で発病した場合）発病株抜き取り、被害残渣処分

無

　　　　％　　　

無

排水性の改善（暗渠・明渠、耕盤破砕など）、土壌酸度の矯正

以下の「★発病ポテンシャルに応じた防除対策」に準じて防除を行って下さい。

発病株率

過去の発病履歴

隣接圃場での発病

生存菌核数 無

  A. 土壌条件の改善

結果

平成　　　　年　　　　月　　　　日

生産者氏名

住所

圃場名

検診年月日

項目

前作作物

前作ネギ定植年月日

結果

ネギ　　レタス　　その他【　　　　　　】

 発病ポテンシャル　３

 A～Dに加えて

  F. 土壌くん蒸剤処理

（A～Fの対策で不十分な場合）厳寒期（12～2月）定植の回避

（A～Gの対策で不十分な場合）ユリ科以外の作物への転換

定植期を基本とし、予防的にペンチオピラド水和剤を株元灌注

（局所的に多発生があった場合）
発生部位周辺に土壌くん蒸剤処理（ダゾメット粉粒剤 など）

  G. 厳寒期定植の回避

項目

発病ポテンシャル　１

  E. 土壌くん蒸剤処理

圃場全面に土壌くん蒸剤処理（ダゾメット粉粒剤 など）

基準値

  D. 予防的な農薬処理

ネギ黒腐菌核病のヘソディム診断表

発病調査…平成　　年　　月　　日、土壌採集…　　月　　　日

  H. 作物転換

☆総合評価

☆調査項目

☆生産者情報

　【その他】

化
学
性

☆参考
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診断票の記載例

評価レベル

2

有 2

有 2

有 2

圃場の発病ポテンシャルは…

1 2 3

★発病ポテンシャルに応じた防除対策

  A. 土壌条件の改善

 発病ポテンシャル　２

 A～Cに加えて

  E. 土壌くん蒸剤処理

 発病ポテンシャル　３

 A～Dに加えて

  F. 土壌くん蒸剤処理

  G. 厳寒期定植の回避

  H. 作物転換

pH（KCl）

リン酸（P2O5）

カリ（K2O）

石灰（CaO）

苦土（MgO）

EC 0.1 0.0～0.0

112 00～00

500 000～000

50 00～00

  D. 予防的な農薬処理

☆参考

項目 結果 基準値

化
学
性

5.5 0.0～0.0

180 00～00

圃場全面に土壌くん蒸剤処理（ダゾメット粉粒剤 など）

（A～Fの対策で不十分な場合）厳寒期（12～2月）定植の回避

（A～Gの対策で不十分な場合）ユリ科以外の作物への転換

定植期を基本とし、予防的にペンチオピラド水和剤を株元灌注

（局所的に多発生があった場合）
発生部位周辺に土壌くん蒸剤処理（ダゾメット粉粒剤 など）

ユリ科以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培

（次作で発病した場合）発病株抜き取り、被害残渣処分

隣接圃場での発病 無

以下の「★発病ポテンシャルに応じた防除対策」に準じて防除を行って下さい。

排水性の改善（暗渠・明渠、耕盤破砕など）、土壌酸度の矯正

　【その他】・レタス以外にもソルゴー等を輪作に取り入れることで防除効果を高められます。
　　　　　　・土壌くん蒸を行う際に被覆が甘くなっている可能性があるので注意しましょう。
　　　　　　・土壌診断の結果、pHが低く酸性気味でした。pHが低いと発病が高まる可能性が
　　　　　　　あるので、土壌酸度の改善を積極的に行って下さい。

生存菌核数

☆総合評価

無

 発病ポテンシャル　１

前作ネギ定植年月日 平成28年1月20日

発病株率 4.3%

過去の発病履歴 無

HK１－①

発病調査…平成２８年５月２２日、土壌採集…７月１１日

☆調査項目

項目 結果

前作作物 ネギ　　レタス　　その他【　　　　　　】

  C. 伝染源の除去

  B. 輪作

ネギ黒腐菌核病のヘソディム診断表

☆生産者情報

生産者氏名

住所

圃場名

検診年月日

坂西　葱洋

葱村市瀧葱3

診断票の記載例

評価レベル

2

有 2

有 2

有 2

圃場の発病ポテンシャルは…

1 2 3

★発病ポテンシャルに応じた防除対策

  A. 土壌条件の改善

 発病ポテンシャル　２

 A～Cに加えて

  E. 土壌くん蒸剤処理

 発病ポテンシャル　３

 A～Dに加えて

  F. 土壌くん蒸剤処理

  G. 厳寒期定植の回避

  H. 作物転換

pH（KCl）

リン酸（P2O5）

カリ（K2O）

石灰（CaO）

苦土（MgO）

EC 0.1 0.0～0.0

112 00～00

500 000～000

50 00～00

  D. 予防的な農薬処理

☆参考

項目 結果 基準値

化
学
性

5.5 0.0～0.0

180 00～00

圃場全面に土壌くん蒸剤処理（ダゾメット粉粒剤 など）

（A～Fの対策で不十分な場合）厳寒期（12～2月）定植の回避

（A～Gの対策で不十分な場合）ユリ科以外の作物への転換

定植期を基本とし、予防的にペンチオピラド水和剤を株元灌注

（局所的に多発生があった場合）
発生部位周辺に土壌くん蒸剤処理（ダゾメット粉粒剤 など）

ユリ科以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培

（次作で発病した場合）発病株抜き取り、被害残渣処分

隣接圃場での発病 無

以下の「★発病ポテンシャルに応じた防除対策」に準じて防除を行って下さい。

排水性の改善（暗渠・明渠、耕盤破砕など）、土壌酸度の矯正

　【その他】・レタス以外にもソルゴー等を輪作に取り入れることで防除効果を高められます。
　　　　　　・土壌くん蒸を行う際に被覆が甘くなっている可能性があるので注意しましょう。
　　　　　　・土壌診断の結果、pHが低く酸性気味でした。pHが低いと発病が高まる可能性が
　　　　　　　あるので、土壌酸度の改善を積極的に行って下さい。

生存菌核数

☆総合評価

無

 発病ポテンシャル　１

前作ネギ定植年月日 平成28年1月20日

発病株率 4.3%

過去の発病履歴 無

HK１－①

発病調査…平成２８年５月２２日、土壌採集…７月１１日

☆調査項目

項目 結果

前作作物 ネギ　　レタス　　その他【　　　　　　】

  C. 伝染源の除去

  B. 輪作

ネギ黒腐菌核病のヘソディム診断表

☆生産者情報

生産者氏名

住所

圃場名

検診年月日

坂西　葱洋

葱村市瀧葱3
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発病ポテンシャル１の場合
→差し迫った発病のリスクはありませんが、引
き続き基本的な耕種的防除等を実施しましょう。

A. 土壌条件の改善
ネギの生育に不良な条件、特に、pHが極端に低

い場合には本病の発生が助長される可能性があり
ます。定期的な土壌診断により適正な土壌化学性
を維持して下さい。

また、排水性が悪い場合には、暗渠や明渠、耕
盤破砕等により改善を図って下さい。

防除対策
発病ポテンシャル1の場合

B. 輪作の実施
夏ネギの産地では、すでにレタスなどとの輪作

を行っていますが、引き続きこれを継続して下さ
い。また、カラシナやソルゴーを導入すると、発
病を抑制する傾向が認められています。

C. 伝染源の除去（次作で発病が見られた場合）
発病株やその被害残さは見つけ次第ただちに抜

き取り、圃場から持ち出して処分します。すき込
みは絶対に行わないで下さい。
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防除対策
発病ポテンシャル2の場合

発病ポテンシャル2の場合
→今後発病が増加する可能性が高い条件です。
防除対策A～Cに加えて、農薬を用いて適切な
防除を実施しましょう。

D. 予防的な農薬処理
ネギ生育期間中に本病に対して処理できるア

フェットフロアブルが平成26年12月に農薬登録
されました。本剤を、ネギ定植時およびその一ヶ
月後などに株元灌注します。本剤は発病してから
の使用では効果が劣りますので、必ず定植時を基
本とした予防的な処理を行います。また、多発生
した圃場では土壌くん蒸剤と組み合わせることが
重要です。

希釈倍数・
使用量

使用方法 使用時期
本剤の使
用回数

散布液
量

ﾍﾟﾝﾁｵ
ﾋﾟﾗﾄﾞ

1000～
2000倍

株元
灌注

生育期（但し、収
穫14日前まで）

2回以内 1L/m2 ※

※4回以内（但し、株元灌注は2回以内、散布は2回以内）

アフェットフロアブルのネギ黒腐菌核病についての適用内容
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E. 土壌くん蒸剤処理（局所的に多発生した場合）
発病株率は10%に達しなかったものの、局所

的に多発生している場所がある場合は、発生部位
を中心に土壌くん蒸剤を処理します。土壌くん蒸
の効果を高めるため、処理後は必ず土壌表面をビ
ニル等で被覆しましょう。

また、薬剤の効果を最大限発揮するには土壌水
分に注意する必要があります。最適な土壌水分は、
薬剤や土壌の種類によって異なりますので、処理
する前に使用方法を確認しましょう。

農薬名
希釈倍数・

使用量
使用時期

本剤の使
用回数

有効成分・
使用回数

ディ・トラペック
ス油剤

30～
40L/10a

は種又は植付の
14日前まで

2回以内
メチルイソチ
オシアネー
ト・1回

D-D・1回

キルパー
原液として
60L/10a

は種又は定植の
10日前まで

1回 カーバムナトリウム塩・1回

ガスタード微粒剤
30～

60kg/10a
は種又は定植の
14日前まで

1回 ダゾメット・1回

バスアミド微粒剤

※使用方法は剤によって異なります。ラベルを見て確認して下さい。

ネギ黒腐菌核病に登録がある土壌くん蒸剤
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防除対策
発病ポテンシャル3の場合

発病ポテンシャル3の場合
→発病が急激に進展し、壊滅的な被害が生ずる可能

性があります。防除対策A～Dに加えて、土壌くん
蒸剤の全面処理を行います。場合によっては定植
時期や作物の変更も検討しましょう。

G. 厳寒期定植の回避
本病の病原菌は低温性であり、感染・発病は低温期

に集中します。防除対策A～Fを実施したにも関わらず
多発生した場合は、厳寒期である12～2月の定植は避
けましょう。

F. 土壌くん蒸剤処理（圃場全面処理）
圃場全面に土壌くん蒸剤を処理します。土壌くん蒸

の効果を高めるため、処理後は必ず土壌表面をビニル
等で被覆しましょう。

※くん蒸剤はEを参照して下さい。

H. 作物転換
A～Gの対策を行っても不十分な場合には、ユリ科

以外の作物への転換を検討しましょう。換金作物とし
てはレタスやキャベツが候補になります。

防除対策
発病ポテンシャル3の場合

発病ポテンシャル3の場合
→発病が急激に進展し、壊滅的な被害が生ずる可能

性があります。防除対策A～Dに加えて、土壌くん
蒸剤の全面処理を行います。場合によっては定植
時期や作物の変更も検討しましょう。

G. 厳寒期定植の回避
本病の病原菌は低温性であり、感染・発病は低温期

に集中します。防除対策A～Fを実施したにも関わらず
多発生した場合は、厳寒期である12～2月の定植は避
けましょう。

F. 土壌くん蒸剤処理（圃場全面処理）
圃場全面に土壌くん蒸剤を処理します。土壌くん蒸

の効果を高めるため、処理後は必ず土壌表面をビニル
等で被覆しましょう。

※くん蒸剤はEを参照して下さい。

H. 作物転換
A～Gの対策を行っても不十分な場合には、ユリ科

以外の作物への転換を検討しましょう。換金作物とし
てはレタスやキャベツが候補になります。
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輪作作物については本病に対する効果が大きく、
何も作付けをしないと次作ネギにおける発病はほ
とんど減少しないのに対し、作付けをすると減少
できる場合が多々あります。

ただし、作物によって減少程度は異なります。
輪作作物の導入の際には、下表の試験結果を参考
にして下さい。

2007年 2007年 2008年 200８年 2009年
冬～夏 冬～夏

ネギ発病
株率（%）

ネギ発病
株率（%）

－ カラシナ － 19.7 － ネギ － 52.8

－ カリフラワー － 30.7 － 作付無 － 29.4

－ ソルゴー － 48.8 － 作付無 － 作付無

－ レタス － 47.8 － トウモロコシ － 38.9

－ トウモロコシ － 44.2 － カリフラワー － 19.4

－ ネギ － 67.5 － ソルゴー － 23.9

－ 作付無 － 73.7 － カラシナ － 26.1

1）2007年8月中旬に培養した黒腐菌核病菌37.5g/m2換算量を均一に散布し、
　土壌混和した。

各種輪作作物導入後のネギ黒腐菌核病の発病状況（小河原ら、2013を一部改変）

（菌接種）
1)

－ － － －夏～秋
作付作物

夏～秋
作付作物

夏

留意点

輪作作物については本病に対する効果が大きく、
何も作付けをしないと次作ネギにおける発病はほ
とんど減少しないのに対し、作付けをすると減少
できる場合が多々あります。

ただし、作物によって減少程度は異なります。
輪作作物の導入の際には、下表の試験結果を参考
にして下さい。

2007年 2007年 2008年 200８年 2009年
夏～冬夏～冬

ネギ発病
株率（%）

ネギ発病
株率（%）

－ カラシナ － 19.7 － ネギ － 52.8

－ カリフラワー － 30.7 － 作付無 － 29.4

－ ソルゴー － 48.8 － 作付無 － 作付無

－ レタス － 47.8 － トウモロコシ － 38.9

－ トウモロコシ － 44.2 － カリフラワー － 19.4

－ ネギ － 67.5 － ソルゴー － 23.9

－ 作付無 － 73.7 － カラシナ － 26.1

1）2007年8月中旬に培養した黒腐菌核病菌37.5g/m2換算量を均一に散布し、
　土壌混和した。

各種輪作作物導入後のネギ黒腐菌核病の発病状況（小河原ら、2013を一部改変）

（菌接種）1)

－ － － －夏～秋
作付作物

夏～秋
作付作物

夏

留意点
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本病が多発生した圃場では、菌が土層深くまで
達しています。土壌くん蒸剤でも深層部への防除
効果は劣ります。薬剤防除は発生が少ないうちか
ら実施することが重要です。

調査地点
調査株数
（株）

発病株率
（%）

発病度3）

1 深さ 0-10cm 21 100 67

11-20cm 21 81 57

21-30cm 23 100 74

31-40cm 23 35 16

2 深さ 0-10cm 23 96 80

11-20cm 24 79 54

21-30cm 24 88 71

31-40cm 23 79 68

22 0 0

3）発病度=Σ（指数別発病株数×指数）×100/（3×調査株数）

土壌の採取位置2）

非汚染土壌

ネギ黒腐菌核病多発生圃場1）における深さ別土壌中の菌の分布状況
（小河原ら、2013を一部改変）

1）2006年の夏ネギ栽培で黒腐菌核病が多発生（発病株率100%）して1年間休耕した現地圃場

　 発病指数…0：発病なし
　　　　　　1：茎盤部がやや褐変し、わずかに菌糸・菌核の形成が見られる
　　　　　　2：茎盤部から上部2cm程度まで菌糸・菌核の形成が見られる
　　　　　　3：茎盤部から地際まで菌糸・菌核の形成が見られる

2）2007年8月29日に表層から10cm間隔で土壌を採取し4℃で保存した後、2008年2月
　17日にプランターに詰めてからネギ苗を定植し、野外で管理した後、5月2日に全株を堀り
　上げて発病調査を行った。
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